
 

「南海トラフ沿いの大規模地震の予測可能性に関する調査部会」の設置について 

 

１．設置趣旨 

地殻変動等の観測データとその評価に基づいて、防災・減災のために、大地震発生

前にどのような防災対応を実施すべきであるのか等について検討を行うために、中央

防災会議 防災対策実行会議のもとに、「南海トラフ沿いの地震観測・評価に基づく防

災対応検討ワーキンググループ」（以下「南海トラフ防災対応ワーキング」という。）

を設置した。 

 

南海トラフ防災対応ワーキングでの議論は、「南海トラフ沿いの地震の予測可能性」

や「地震発生前にどのようなことが観測されうるのか」という科学的知見を踏まえた

上で進める必要がある。 

 

平成２５年５月に中央防災会議 防災対策推進検討会議「南海トラフ巨大地震対策

検討ワーキングループ」に調査部会を設置し、南海トラフ沿いの大規模地震の予測可

能性についての報告書（以下「前回報告書」という。）がまとめられているところであ

るが、それから３年以上が経過し、この間に地震発生予測に関連する新たな研究成果

が発表されてきている。 

 

このため、前回報告書にそれ以降の新たな知見を追加するとともに、南海トラフ沿

いの地震について、地震発生の多様性をふまえ、様々な事象が観測された場合の地震

発生の可能性についても検討を行い、現時点における大規模地震の予測可能性につい

ての科学的な知見の整理を行うことを目的として、「南海トラフ沿いの大規模地震の

予測可能性に関する調査部会」を設置する。 

 

本調査部会の検討結果は、南海トラフ防災対応ワーキングに報告する。 
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（平成２４年７月に中央防災会議 防災対策推進検討会議「南海トラフ巨大地震対

策検討ワーキンググループ」に設置された「南海トラフ沿いの大規模地震の予測

可能性に関する調査部会」の委員と同一） 

 

３．主な調査内容 

平成２５年５月の報告に加え、以下の内容等を整理する。 

○ 近年の地震・地殻変動等観測・研究により新たに得られた、地震発生予測に

関する知見 

○ 地震発生の多様性をふまえた、様々な事象が観測された場合の地震発生の可

能性について 

 

４．スケジュール（予定） 

  ９月 第１回開催 

 １０月 とりまとめ 

 本ワーキンググループ第２回でとりまとめ内容を報告 


